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携帯電話によるモバイル決済の信頼性を大幅に向上 

ワコム方式のペン入力と強力なサイン認証技術が結合 
 

株式会社ワコム（本社：埼 玉 県 北 埼 玉 郡 大 利 根 町 豊 野 台 2丁 目 510番 地 1 社長：山田正彦）は、デジ

タルサイン認証技術の大手ベンダーであるドイツのソフトプロ社（本社：独ボーブリンゲン）と技術提携に合意

したことを発表します。これにより、ワコムは、携帯電話などのメーカーに対し、ワコム・ペナブルテクノロジー™

によるペン入力コンポーネントに併せて、端末上で信頼性の高い「モバイル決済」行なうサイン認証技術の提

供が可能になります。 

 

 

ソフトプロ社は、生体認証方式の一種であるデジタルサイン認証技術の世界的な最大手ベンダーであり、

手書き入力されたサインの特徴を抽出し、分析して認証に生かす同社の独自の技術（SOFTPRO 

SignPlus®system）は、すでに大手銀行、金融、医療、製造業など200社以上に採用されています。 

 

携帯電話などのデジタル携帯端末を通じて、商品やサービスの取引決済をする「モバイル決済」の世界的

な取扱額は、2005年までに200億ドル（＊）に上ることが見込まれています。ワコムでは、すでに、画面サイズ4

インチ以下の携帯端末において手書きペン入力を可能にするセンサー、小形コンロールチップ等のコンポー

ネントを発表しておりますが、高い安全性を備えた認証技術を併せて提供することにより、成長する「モバイル

決済」市場に対応していきます。 

（＊出典：Arc Group、 2003年3月） 

 

 

＜本提携により可能となるデジタルサイン認証技術の特長＞ 

１、 手書きで入力したサインから、多種類の「ユーザー固有情報」を捕らえることができる 

ワコム・ペナブルテクノロジーでは、携帯電話などに入力されたサインから、その形状のみならず、

書き込む際のスピード、筆圧、リズム、空中のペンの動きまで把握することが可能です。こうした識

別情報は、ユーザー固有のものであり、安全性の高い生体認証を可能にします。 

２、 「なりすまし」が不可能、かつ、ミスのない認証が可能になる 

捕らえられた「ユーザー固有情報」は、ソフトプロ社独自の認証技術により分析され、「他人にな

りすます」などの偽造・不正行為を防ぎます。また、サインは、その性質上、入力するたびに少しず

つ違うものですが、独自の技術により特徴を分析することで、同一人であることを確実に認証します。

こうした認証法は、デジタルサイン認証について厳しく定めたことで知られる欧州連合（EU）の法規

にも適合します。 

 

＜株式会社ワコムについて＞ 

株式会社ワコムは、1983年創業のペンタブレットメーカーで、全世界で事業を展開しています。独自の電子

ペン入力技術であるペナブルテクノロジー™によるコードレス＆電池レスで筆圧、消しゴム、傾き検出、デバイ

スIDなど先進的な機能を搭載した入力デバイスを世界に先駆けて製品化してきました。ペンタブレットの国内

シェアは９６％強。また、現在、世界で生産されているすべてのタブレットPCにはワコム製のセンサー＆ペンが

使われています。 
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